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学位論文内容の要旨 
 

博士の専攻分野の名称：博士（文学）   氏名： 佐々木 三公子 

 
 

学位論文題名 

色記憶の変容とその規則性 ―色に関する既存の知識体系の影響― 

 

・本論文の観点と方法 

知覚において人間が識別できる色は数百万にも及ぶが、記憶の中でその数はどの程度に集約さ

れているのだろうか。従来の色記憶に関する研究は、呈示色の記憶成績を比較することが多く、

知覚物からの変化量を直接測定することによって、色の記憶における表現の精度や全体の規模を

同定しようとする試みは少ない。また記憶した色に影響すると考えられる、個人が持つ基本色や

物体色カテゴリの範囲やどの色をカテゴリの代表として認識しているかについては未知の部分が

多く、これらの個人差を踏まえた実験的分析は行われてこなかった。本論文では、既成の表色シ

ステムを改良して、各単色の色面における色相差が心理的等歩度になるような数万もの構成色か

らなる独自のカラーチャートを作成して一連の実験研究に使用している。これによって従来の基

本色カテゴリの心内モデルに重要な修正が加えられ、また新しい機能も付加されている。さらに

色カテゴリ分類における個人差を踏まえて物体色の記憶変化を分析している。その結果から十数

色程度のフォーカルカラーを中心とする基本色カテゴリと数千もの典型色を中心とする物体色カ

テゴリの相互作用を仮定した色記憶システムの全体像を提示して、その一端を実証しようとして

いる。 
 

・本論文の内容 

本論文は５章、５つの実験と２つの調査より構成されている。 

第１章では、色面および物体色について、色記憶の変化傾向と記憶に影響を与える要因を明ら

かにするという氏らの研究における指針が述べられ、背景となる従来の研究の知見とその問題点

が示されている。具体的には、色の識別閾、カテゴリカル色知覚の機能、色面の記憶変化におけ

る基本色カテゴリとその代表であるフォーカルカラーの影響、物体色の記憶変化要因、物体の認

知と知覚表象、経験による物体色の学習と色典型性、物体固有の色識別性、従来の研究で用いた

表色系と色差の算出について述べられており、章の最後で問題の所在と本論文の目的が示されて

いる。 

第 2 章の実験 1 及び 2 では、単色の色面を用いて記憶した色における色相の変化方向とその変

化量を分析している。実験に使用した刺激は、L*a*b*表色系を参考に色相差が心理的等歩度にな

るよう独自の工夫を反映させて作成したカラーチャートセット中から選択したものである。その

結果、基本色カテゴリ知覚において参加者が分類に使用した基本カテゴリ名は基本色彩語と概ね

一致していたが、従来研究に比べて水色が高い割合で使用され、さらに黄緑の使用率も高かった。

また基本色カテゴリに含まれる色相の範囲や、フォーカルカラーの一致性といった点でこれまで

とかなり異なる特徴が見られた。例えば赤はフォーカルカラーが個人間で特定の色面に一致する

割合が高く、赤の色イメージが共通で頑健であることが示唆された。他のユニーク色相である青、

緑、黄でさえフォーカルカラーは 4、5個の色面に分散しており、紫、橙、黄緑など他の色ではさ

らに分散が大きい。基本色カテゴリとして知覚的に分類される場合でも、ユニーク色相とそれ以

外の色相など、一定の序列が存在し色認知に与える影響力は異なるかもしれない。色記憶の変化

については、参加者がイメージするフォーカルカラーはそれぞれ異なるものの、各個人のフォー

カルカラーを基準にすると、変化方向が明確に切り替わっている。フォーカルカラーに近づくよ

うに変化する傾向はほぼ全ての参加者で示されている。今回の色カテゴリ分類課題においては、

カテゴリ名の命名に制約を設けていないが、記述されたカテゴリ名を見ると、橙とオレンジなど、



 

類似した範囲ではあるが異なる色名で表したり、緑付近の色を慣用色で命名したり、オレンジや

ベージュ、グレーなど外来語で表されることも多い。しかし個人によってよく使用する色名があ

ったり、慣用色名の知識など語彙量の違いも個人の色彩経験を反映するものであり、自由命名は

参加者の直感的な色認識を捉えることに繋がる。上述の橙とオレンジについても、2つの色名に異

なるチップを振り分け、別カテゴリとして分類している参加者も複数見られた。参加者が感じる

基本レベルでその２つのカテゴリが異なるのであれば、実験者側が命名規則を設けることは個人

差を消してしまう可能性もあり、この方法は有効かもしれない。 

第 3 章では物体に着色されたときの記憶について、色の変化傾向を検討している。まず刺激と

なる物体と色との関連性を把握するため、物体の熟知度と、物体の識別性、典型色について質問

紙による予備調査を行なっている。それらの結果から実験 3aで用いる物体の色に関わる特性を統

制している。実験 3aでは、ある基本カテゴリと隣接する他の基本カテゴリの境界色を使った記憶

実験を、実験 3bでは同じ色相のカラーチップを含む多数のチップを用いてカテゴリ分類課題を実

施している。その結果、物体の典型色に関する知識が色記憶の変化傾向に影響を及ぼすことが示

された。同じ色を呈示した場合でも、どのような典型色を持つ物体に着色されたかによって色相

の変化方向に違いが見られた。その物体にとって不自然な、非典型的な色で着色された場合や色

典型性が低い物体については、ある色相への変化の偏りは見られなかった。ここでさらに、カラ

ーチップで分類した基本色カテゴリと呈示した同色の物体の典型色のカテゴリが異なっていて

も、物体の典型色方向に変化する割合が多かった。この結果から、物体色の記憶は色のみから判

断される抽象的な基本色カテゴリ情報よりも、具体的な個々の物体と色の結びつきである物体色

情報により強く影響を受けると考えられる。 

第 4 章では、物体と色の結びつきの強さを表す色識別性の概念を発展させ、周囲の物体が影響

する色識別性の違いが再認成績に反映されるかを検証した。その結果、色情報が周囲の物体とタ

ーゲットの識別に役立つ場合、物体固有の色識別性が低いものでも色名の再認率が高くなった。

色識別性は物体の観察経験の蓄積からなる物体と色との結びつきであるが、色識別性が低い物体

においても、観察条件によっては色識別性が高い物体と同等の強度で心内表象に色情報が残る可

能性がある。 

第５章では本論文の総括がなされており、得られた結果を説明するための定量的モデルが提案

されている。ここにはフォーカルカラー及び物体の典型色が含まれ、状況に応じて基本色と物体

色のカテゴリ範囲が変動する機構が仮定されている。ただし、この色記憶モデルの特性をさらに

詳細に検証するためには、各個人が知識として持っている個々の物体の色範囲や典型色のイメー

ジなど物体と色との関係構造についてより詳しいデータを得る必要があることが指摘されてい

る。また物体の特性だけではなく観察者が属する文化や物体の知覚経験などにも目を向ける必要

があると述べられている。 

 

 


